
開講科目名／Course 地域の課題と多様な関わりを考える／Study of regional problem and multiple relations

時間割コード ／Course CodeR1001067_G1

開講所属／Course Offered by共通／

ターム・学期／Term・Semester2021年度／Academic Year　　第2クォーター／2Q

曜限／Day, Period 金／Fri　2

開講区分／Semester offered第2クォーター／2Q

単位数／Credits 1.0

学年／Year 1,2,3,4

主担当教員／Main Instructor西川　一弘

科目区分／Course Group_　

授業形態／Lecture Form

教室／Classroom Ｇ－１０３教室／G-103

担当教員名／Instructor
（担当教員所属名／Affiliation）

西川　一弘（大学共通）、木村　亮介（大学共通）

授業の概要・ねらい
／Course Aims

現在、日本では人口の減少と偏在化（いわゆる、東京一極集中）によって、特に地方部では農業な
ど第一次産業従事者の担い手不足や地場産業の衰退、若者人材の流出など様々な課題を抱えていま
す。こうした中で、各市町村（地方自治体）では地域の課題解決と豊かな暮らしの実現を目指した
施策を講じています。
本講義では、梅や柑橘を中心とする農業を基幹産業に、世界遺産熊野古道を有し多くのインバウン
ド客を迎え入れる、県下第２の地方都市「田辺市」をフィールドに、いわゆる地方における地域課
題への取組を解説するとともに、地域づくり、関係人口づくりについて概説します。
講義を通じて受講生の皆さんが地域課題とその立ち向かい方を理解するとともに、今後の「地方都
市」の可能性や役割について認識できるようになることをねらいにしています。

※本講義は田辺市による寄附講義として開講します。地域で活躍するゲストを招いて講義を行いま
す（ゲストは都合により入れ替わったり、変更になる場合があります）。
H30年度開催の「ロカリアル」からの継続事業です。

到達目標
／Course Objectives

地方で暮らす人々の実践を聞くことにより、都会と地方の違いの固定概念を無くし、皆さんのキャ
リア形成において「地方」が将来の選択肢になり得るか考えるきっかけとします。その上で、自分
と地域、自分と地元とのかかわり方を考える力を養うことを目的とします。

教科書
／Textbook

特になし。

参考書・参考文献
／Reference Book

田辺市の広報資料など授業で配布します。

履修上の注意 ・メッセージ
／Notice for Students

田辺市のホームページや立地などを事前に把握しておくことを推奨します。
本講義を通じ、地域に根ざして働く人々の仕事ぶりや暮らしを知ることで、将来の進路の選択肢を
増やしてほしいと思います。
講義の中でゲストスピーカーの皆さんとの対話を進めるため、学生の皆さんも進行役（立候補）な
どの役割を担ってもらう予定です。積極的に授業参画してください。
第３Qには、田辺市を実際に訪れる学修ツアーも企画しています。詳細は講義中に紹介します。

履修する上で必要な事項
／Prerequisite

何かわからないことを調べてもらう場合があるので、インターネットがつながるノートパソコン、
スマートフォン、タブレットのいずれかは持参してください。

授業時間外学修についての指示
／Instructions for studying
outside class hours

本講義の授業計画に沿って、準備学習と復習を行ってください。さらに、各授業内容に関連する課
題の調査・考察を含めて、毎回の授業に自主的学習を求めます。

その他連絡事項
／Other messages

ゲストは都合により入れ替わったり、変更になる場合があります。ご了承ください。

科目ナンバリング
／Course Numbering
成績評価の方法・基準
／Grading Policies/Criteria

●平常点＋レポート
　平常点（小レポート）40％
　グループディスカッション10％
　最終レポート50％"

授業理解を深める方法
／How to deepen your
understanding of classes

【アクティブ・ラーニング実施要項　④、⑤、⑥、⑧、⑨、⑩】

授業で出てくるキーワードなども取り上げ、その意味や内容を学生に尋ねたり、逆に学生からの発
問に自らの見解を示すなど、できるだけ双方向のやり取りを行いたいと思います。



履修を推奨する関連科目
／Related Courses

地域協働セミナー

オフィスアワー
／Office Hours

原則、木曜日の昼休み（東3号館南110号研究室）。不在にすることも多いので、事前にメールでア
ポイントをお願いします。
kazuhiro@wakayama-u.ac.jp

また授業に関する質問などは、Moodleのフォーラム機能も活用します。



回（日時）
／Time (date and time)

授業計画詳細／Course schedule

主題と位置付け（担当）
／Subjects and instructor's position

学習方法と内容
／Methods and contents

備考
／Notes

6/11 オリエンテーション（目的、成績評価な
ど）

授業の概要・目的・成績評価など、田辺
市の特徴・地域課題など

6/18 人材育成と産業創造 地域課題を踏まえた第二創業のための創
業塾
（たなべ未来創造塾・塾生／焼きたてぱ
んＤ’ｏｈ！（ドウ）　浅賀由貴乃さん
）

6/25 地方での暮らし① Iターン起業者の仕事と生活
（一般社団法人kumano.co理事　森岡雅勝
さん）

7/2 地方での暮らし② 家族と地方で暮らすということ
（TETAU有限責任事業組合・TETAU事業協
同組合理事　森脇 碌さん）

7/9 地域と農業 地域とともに課題に向き合うということ
（株式会社日向屋代表取締役 岡本和宜さ
ん）

7/16 地域と林業 木を伐らない林業で社会に貢献する
（株式会社中川 創業者・森林コンサルタ
ント  中川雅也さん）

7/30 グループディスカッション 自分の進路を考える

8/6 クロージング・トークディスカッション 大学はないが、大学生はいるまち
（田辺市長）


